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学位論文の内容の要旨 
 
［研究の背景と目的］ 
 口唇トレーニングは口腔機能や歯科矯正治療後の安定性のために行われているが、ト
レーニング効果を定量的に評価した研究は少ない。また、高齢者における口唇閉鎖力と
口唇トレーニング効果との関係も詳細には調べられていない。 
 本研究は、健常な若年成人および高齢者を対象に、口唇閉鎖トレーニング効果を検討
した。 
［方法］ 
１．被験者は健常な若年成人のトレーニング群と非トレーニング群、および 65 歳以上
の高齢者トレーニング群の 3 群に分けて行った。 
２．口唇閉鎖トレーニングには歯科用口唇筋力固定装置（Ｍパタカラ）を使用し、上下
口唇を 3 分間閉じるタスクを 1 日 3 回、4 週間行わせた。 
３．口唇閉鎖力は、多方位口唇閉鎖力測定装置を用いて、トレーニング前、トレーニン
グ開始 1,2,3,4 週間後、トレーニング終了 1,2,3,4 週間後に測定した。非トレーニン
グ群はトレーニングを行わずに同日程で測定した。 
［結果］ 
１．トレーニング前の口唇閉鎖力の総合力は、3 群間に有意差が認められない。  
２．健常若年成人トレーニング群： 
 (ⅰ) 口唇閉鎖力の総合力は非トレーニング群に比べ、トレーニング開始 3,4 週間後に
有意に増大し、トレーニング終了時に 40％増加した。また、トレーニングを終了す
ると 1 週間後から低下した。 
  (ⅱ)口唇閉鎖力の方向別評価では、上および下方向の閉鎖力に有意な増加が認められ
た。 
３．健常高齢者トレーニング群： 
(ⅰ) 口唇閉鎖力の総合力は若年成人非トレーニング群に比べ、トレーニング開始 3,4
週間後に有意に増大し、若年成人トレーニングと比較して有意差はみられなかった。
トレーニング終了 1 週間後から低下した。また、若年成人と同様、トレーニング終了
1 週間後から低下した。 
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 (ⅱ)口唇閉鎖力の方向別評価では、下方向の口唇閉鎖力に有意な増加が認められた。 
４．口唇閉鎖力の左右の対称性は、若年成人、高齢者ともにトレーニング終了後も保た
れていた。  
［考察］ 
 Ｍパタカラにより口唇閉鎖力は増大し、口唇機能の活性化が図られることが示唆され
た。ただし、口唇閉鎖力はトレーニング終了 1 週間後にトレーニング開始前のレベルに
戻ったので、今回のトレーニング効果は筋肉の構造を変化させたのではなく、筋線維の
動員増加による可能性がある。トレーニング効果を維持させる方法に関しては今後の研
究が必要である。  
高齢者についても若年成人と同様のトレーニング効果がみられることが確認された。
方向特異性に関して若年成人では上下方向に有意な増加が認められたのに対し、高齢者
では下方向の増加のみが有意であった。これは、高齢者では被験者によるばらつきが大
きかったためと考えられる。 
 歯科矯正治療後の歯列の維持などに、定量的に評価した口唇閉鎖トレーニングの有用
性が考えられ、そのひとつとして今回のＭパタカラによるトレーニングが有効と考えら
れる。 
虚弱高齢者は口唇閉鎖力の低下による ADL の低下が報告されている。今後は虚弱高
齢者を対象として、更なる研究が必要である。 
 
 
学位論文審査の結果の要旨 
 
本研究は、健常若年成人と健常高齢者を対象として、歯科用口唇筋力固定装置（Ｍパ
タカラ）を用いた口唇閉鎖力トレーニングの効果を、多方位口唇閉鎖力測定装置により
定量的に検討したものである。口唇トレーニングの効果を厳密に定量評価した研究は少
なく、その意味で、今後の同様な研究のひとつの指針となると考えられる。また、トレ
ーニング効果は、高齢者になっても、若年成人と同様であることが示された。これは、
これからの高齢化社会における高齢者の QOL の向上に役立つ結果であり、今後、虚弱
高齢者を対象として同様の研究が行われれば、更に高齢者の QOL に貢献するものと期
待される。今後の研究の発展にとって本研究は有益な第一歩となるもので、学位論文と
して価値あるものである。 
 
 
最終試験の結果の要旨 
 
研究の背景や引用文献の内容など本研究に直接関係する質問、これまで報告されて
いる口唇トレーニングの方法などに関する質問に対し、申請者は的確に答えたので、
博士（歯学）として十分な学力と知識を有するものと審査員全員一致で認め、合格と
判定した。 
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